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に
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を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
中
国
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
人
権
侵
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
と
し
て
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
深
刻
に
懸
念
し
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
働
き
か
け
」
及
び
「
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
令
和
元
年
十
二
月
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
（
当

時
）
か
ら
習
近
平
中
華
人
民
共
和
国
主
席
に
対
し
、
ま
た
、
令
和
二
年
十
一
月
に
茂
木
敏
充
外
務
大
臣
か
ら
王
毅
中
華
人
民

共
和
国
国
務
委
員
に
対
し
、
我
が
国
と
し
て
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
普
遍
的
価
値
で
あ
る
自
由
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
及

び
法
の
支
配
が
中
国
に
お
い
て
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
伝
達
し
た
上
で
、
国
際
社
会
か
ら

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
が
透
明
性
の
あ
る
説
明
を
す
る
よ
う

働
き
か
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

引
き
続
き
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
意
思
疎
通
を
含
む
様
々
な
機
会
に
我
が
国
の
考
え
を
中
国
政
府
に
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
米

国
を
含
む
関
係
国
と
共
に
、
中
国
政
府
に
対
し
て
具
体
的
な
行
動
を
強
く
求
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
同
庁
作
成
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
に
よ
る
国
内
外
の
制
裁
に
係
る
法
規
制
等
の
遵
守
の
観
点
か
ら
、
金
融
機
関
に
対
し
て
、
顧
客
の

氏
名
等
と
関
係
当
局
に
よ
る
制
裁
リ
ス
ト
と
を
照
合
す
る
等
の
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
明
確
化
さ
れ
た
必
要
な
措
置
の
実
施
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


